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 図3Sm同位体の3{状態のEWSR
分布
 図4重心の位置及びEWSRのsys-
 te澱&t圭cs.上図中の点線は,E、ニ
 30A-i∫3MeVを,下図中の点線
 はRPAの計算結果を示す。
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 図5RPA計算結果(RPA)と実験結果
 (Exp)の比較
 論文審査の結果の要旨
 原子核の巨大共鳴の中で,核子の1主殻飛躍に相当する低エネルギー八重極共鳴(LEOR)に
 ついて,その変形核における振舞を明らかにするのが本研究の目的である。
 実験は東京大学原子核研究所のSFサイクロトロンからの65MeVα粒子ビームを使って行
 われ,嵐!5幅玖玉54Smの4種のターゲットから散乱されたα粒子エネルギースペクトルが,広域
 磁気分析装置によって多くの散乱角で推定された。測定結果は歪曲波ボルン近似による計算を
 用いて解析され,その結果,球形核の144Smでは微細構造を持つLEORのバンプが明らかにな
 り,15砥152・154Smと変形核に移り変形が大きくなるに従ってLEORの重心のエネルギーが低くな
 り,バンプも2つに分離することが発見された。得られたLEORの和則値に相対的な強度Stと
 その重心の励起エネルギーExは,嵐i5幅年154SmにおいてそれぞれS冴3L4,圭9.9,13.9,
 i7.O%;E、灘5.7,4.4,3.4,4.OMeVであった。又,変形が大きくなるにつれて,2つに分離
 した低エネルギー側のバンプの強度Sしが2.3%から6.1%まで増加し,一方,高エネルギー側の
 バンプの強度Saと第一励起3一状態の強度が減少する傾向が明らかになった。これらの結果に
 より変形核の変形の大きさがしε0裂の強度分散ならびに重心エネルギーの移動に重要な役割
 を果たしていることが推測される。
 これらの実験結果を理解するために,N飴sOR型調和振動子ポテンシャルと八重極一八重極相
 互作調を用いた乱雑位相近似くRPA)の計算による理論的解析が行われた。144SmのLEORの位
 置を再現するように相互作用の強さを調節し,そのパラメータを潤いて計算が行われた。核ス
 ピンの変形対称軸方向の成分Kの値0,!,2,3のそれぞれについて個別に計算し,実験で
 得られた$,S.,SHに相当する理論値を求めてみた所,観測されたLEORの強度分布の振る
 舞いが良く再現されることが明らかとなった。しかし,バンプの重心に当る励起エネルギーが
 Sm同位体の質量に余り依存しないという実験結果は,この計算では再現できなかった。また,
 各成分ごとの強度分布の計算結果を観測されたLEORの構造と比較してみると,}5。Smでは
 K二〇,1,2,3がほぼ同じように2つのバンプに寄与するが,15乞154SmではK二〇,i,3がSI.
 に,K職1,2,3がS}1に寄与をもつことが明らかになった。変形核の巨大双極共鳴(GDR)にお
 いて観測される2つのバンプが,～方はK=i,他方がK鵬0に対応しており解釈が簡単であ
 るのと異り,LEORの場合はK成分の複雑な分散によってバンプの分散が起ると考えられる。
 以上のように,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
 していることを示している。よって広田淳一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 める。
 r127一
